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孟
子
の
作
個
に
つ
い
て

て
み
た
い
と
思
う
。

孟
子
な
る
書
は
、
時
に
難
解
な
語
を
含
む
。
梁
忠
王
篇
上
に
見
え
る
一
始
作
桶
」
の
解
も
そ
れ
で
こ
れ
ま
で
思
想
史
に
於
い
て
正
面
切

っ
て
取
り
畢
げ
ら
れ
た
事
は
聞
か
な
い
。
こ
れ
は
理
由
が
あ
る
。
つ
ま
り
孟
子
を
孤
立
し
た
思
想
家
と
し
て
考
え
る
事
が
、
方
法
的
に
難

か
し
い
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
「
始
作
佃
」
の
語
も
、
朱
子
の
集
註
は
、
膿
記
櫓
弓
を
援
用
し
て
論
明
し
優
れ
た
解
説
で
あ
る
が
、

賀
は
こ
の
檀
弓
自
腔
が
、

遺
憾
な
事
態
だ
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

の
主
張
を
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
以
上
、
鍍
相
は
孟
子
で
孟
子
を
解
く
と
い
う
事
と
な
る
。
こ
れ
は
甚
だ

本
稿
で
は
、
「
始
作
個
」
を
そ
の
始
源
に
還
し
、
一
罷
そ
こ
に
何
が
語
ら
れ
て
い
る
か
を
考
え

我
々
の
普
通
の
意
識
で
は
、
埴
輪
や
人
偶
は
、
古
代
殉
葬
者
を
生
き
埋
め
に
す
る
代
わ
り
に
用
い
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。
郎
ち
古
代

に
あ
っ
て
殉
死
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
悲
惨
を
認
め
た
人
々
が
、
殉
死
者
を
形
取
っ
た
人
値
を
墓
に
入
れ
る
事
で
殉
死
の
制
度
を
殷
止

し
た
と
。
つ
ま
り
代
用
品
と
し
て
人
桶
を
思
い
つ
い
た
と
い
う
繹
で
あ
る
。
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こ
れ
に
封
し
て
趙
岐
の
古
注
は
次
の
解
を
示
す
。

と
こ
ろ
が
、
孟
子
梁
悪
王
篇
上
の
孟
子
は
、
人
偶
を
作
る
か
ら
こ
そ
殉
死
を
生
む
と
い
う
正
反
封
の
稜
想
を
抱
い
て
い
る
。
こ
れ
は
非

常
に
奇
妙
な
披
想
で
あ
る
。
誰
も
知
る
有
名
な
個
所
だ
が
、
引
用
す
る
。

梁
紺
王
曰
、
寡
人
願
承
敦
、
孟
子
封
曰
殺
人
以
挺
典
刃
有
異
乎
、

眠
有
肥
馬
、

為
民
父
母
、

民
有
飢
色
、
野
有
餓
李
、
此
率
獣
而
食
人
也
。
獣
相
食
且
人
悪
之
、
為
民
父
母
行
政
、
不
免
於
率
獣
而
食
人
、
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仲
尼
曰
始
作
桶
者
其
無
後
乎
、
為
其
象
人
而
用
之
也
。
如
之
何
其
使
斯
民
飢
而
死
也
。

桶
偶
人
也
°
用
之
送
死
。
仲
尼
重
人
類
。
謂
秦
穆
公
時
以
三
良
殉
葬
、
本
由
作
桶
者
也
。
夫
悪
其
始
造
、
故
曰
此
人
其
無
後
嗣
乎
゜

如
之
何
其
使
此
民
飢
而
死
邪
、
孟
子
陳
此
以
敦
王
愛
民
。

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
で
あ
る
の
は
、
悟
を
作
る
事
が
、
引
き
金
と
な
っ
て
殉
葬
を
生
む
と
考
え
ら
れ
て
い
る
貼
で
あ
る
。
郎
ち
孟
子
は

梁
悪
王
に
敦
え
る
に
は
、
今
の
政
治
は
恰
か
も
獣
を
引
い
て
人
を
食
わ
せ
る
様
な
残
忍
な
政
治
で
あ
る
。
孔
子
は
言
っ
た
、
悟
を
作
れ
ば

殉
死
を
呼
ぶ
故
、
悟
を
作
っ
て
は
い
け
な
い
と
。
人
に
象
っ
た
値
を
作
る
事
で
さ
え
悪
い
事
で
あ
る
の
に
、
今
の
政
治
の
様
に
獣
を
引
い

て
来
て
人
民
を
食
わ
せ
る
な
ど
言
語
道
断
で
王
の
す
る
べ
き
事
で
は
決
し
て
な
い
。

所
が
朱
子
の
集
註
は
、
麓
記
檀
弓
を
消
化
し
な
が
ら
、

桶
従
葬
木
偶
人
也
。
古
之
葬
者
束
草
為
人
以
為
従
衛
、
謂
之
禍
憲
、
略
似
人
形
而
已
。
中
古
易
之
以
佃
、
則
有
面
目
機
被
而
大
似
人

突
、
故
孔
子
悪
其
不
仁
而
言
其
必
無
後
也
。
孟
子
言
此
作
桶
者
、
但
用
象
人
以
葬
、
孔
子
猶
悪
之
、
況
賓
使
民
飢
而
死
乎

と
す
る
、
後
に
我
々
は
檀
弓
の
常
該
個
所
で
は
、
賓
は
殉
死
を
呼
び
込
む
故
に
作
伯
は
否
定
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
で
あ
ろ
う
が
、
朱
子

は
非
常
に
手
ぎ
わ
よ
く
檀
弓
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
し
て
い
る
も
の
の
、
殉
死
と
闘
係
さ
せ
る
黙
が
弱
く
、
多
少
後
退
し
て
い
る
事
は
否
め
な

い
。
張
拭
の
南
軒
先
生
孟
子
説
で
は
、
そ
の
貼
を
補
っ
て
次
の
如
く
述
べ
る
。

古
者
塗
車
視
墜
有
形
而
不
備
也
。
至
為
木
偶
則
象
人
而
用
之
、
亦
云
不
仁
突
。
故
夫
子
因
殉
葬
之
禍
而
嘆
作
愉
之
無
後
、
以
其
不
可

孟
子
の
作
涌
に
つ
い
て

曰
無
異
也
。

以
刃
典
政
有
異
乎
、
曰
無
異
也
。

-0 

悪
在
其

曰
庖
有
肥
肉
、



孟
子
の
作
桶
に
つ
い
て

長
世
也
、
象
人
而
用
之
猶
不
可
、
而
況
於
使
斯
民
飢
而
死
者
乎
゜

こ
の
黙
に
闘
す
る
限
り
、
こ
れ
は
妥
常
な
見
解
だ
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
て
こ
の
人
佃
を
作
る
事
が
、
殉
死
の
風
習
を
開
く
起
爆
剤
に
な
る
見
方
は
、
輩
に
趙
岐
の
作
為
に
出
で
ざ
る
こ
と
は
、
前
漢
初
期
の

淮
南
子
謬
稲
訓
に
、

討
為
蒙
箸
而
箕
子
吸
、
魯
以
偶
人
葬
而
孔
子
歎
、
見
所
始
則
知
所
終
゜

と
あ
る
を
見
れ
ば
、
古
代
人
の
共
通
意
識
と
し
て
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
又
後
漢
の
高
誘
の
注
は
、

偶
人
相
人
也
。
歎
其
象
人
而
用
之
。

と
し
、
明
ら
か
に
孟
子
を
意
識
し
て
い
る
。
趙
岐
の
獨
善
の
解
で
な
い
證
摸
は
、
他
に
も
あ
る
。
そ
れ
は
證
記
檀
弓
で
あ
る
。
檀
弓
は
證

運
な
ど
と
同
じ
く
、
劉
向
の
別
録
で
は
、
「
通
論
」
に
廊
す
る
も
の
だ
が
、
維
駁
な
内
容
な
が
ら
全
臆
は
纏
の
起
源
を
ほ
ぼ
論
じ
て
い
る
。

孔
子
謂
、
為
明
器
者
知
喪
道
突
、
備
物
而
不
可
用
也
。
哀
哉
、
死
者
而
用
生
者
之
器
也
、
不
始
於
用
殉
乎
哉
。
其
曰
明
器
、
神
明
之

也
。
塗
車
蜀
簑
、
自
古
有
之
、
明
器
之
道
也
。
孔
子
謂
為
据
墜
者
善
、
謂
為
桶
者
不
仁
、
殆
於
用
人
乎
哉
。

こ
の
鄭
注
に
、

殆
幾
也
。
殺
人
以
衛
死
者
曰
殉
、
用
其
器
者
漸
幾
用
人
。

と
す
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
据
慮
（
即
ち
束
茅
を
以
っ
て
人
馬
の
形
を
な
し
た
も
の
、
藁
人
形
）
の
歴
史
段
階
か
ら
、
人
愉
（
即

ち
偶
人
、
埴
輪
）
へ
の
轄
落
を
認
め
、
l
_

—
こ
の
貼
は
朱
子
集
註
は
正
し
い
ー
~
更
に
人
條
制
作
と
そ
れ
を
葬
に
伴
う
事
が
、
殉
死
へ
の

引
き
金
と
な
る
人
間
の
深
層
心
理
へ
の
考
案
が
あ
る
。
据
曖
と
偶
人
と
の
野
立
の
圏
式
で
あ
る
。

さ
て
檀
弓
は
、
こ
の
常
識
1

郎
ち
我
々
の
意
識
で
は
殉
死
の
代
用
品
と
し
て
人
伯
や
偶
人
を
考
え
る
常
識
を
誰
し
も
持
つ
が
ー
~
を

轄
倒
せ
し
め
る
人
間
知
を
、
素
描
す
る
。
殉
死
そ
の
も
の
に
闘
し
て
は
、
檀
弓
下
に
二
條
を
録
す
。

0
陳
子
車
な
る
者
が
、
衛
で
死
ん
だ
。
其
の
妻
と
家
大
夫
が
、
殉
葬
し
よ
う
と
謀
り
、
手
は
ず
が
整
っ
た
。
そ
の
後
弟
の
陳
子
充
が
来
た



氣
を
愈
し
て
あ
げ
た
い
と
思
う
の
で
す
が

っ
て
生

の
で
、
凄
と
家
宰
は
一
故
人
は
病
氣
だ
っ
た
の
で
、
黄
泉
の
世
で
は
誰
も
病
を
治
す
者
が
い
ま
せ
ぬ
。
そ
こ
で
殉
葬
を
し
、
地
下
で
病

と
弟
に
言
っ
た
。
子
九
が
言
う
「
殉
葬
で
病
氣
を
治
す
の
は
纏
で
は
な
い
。
然
し
兄
も
病

板
に
羅
っ
て
い
た
事
は
本
貨
だ
か
ら
、
病
を
養
う
の
は
、
凄
と
家
宰
で
あ
る
お
前
達
二
人
が
一
番
適
常
で
あ
る
。
殉
葬
が
止
め
ら
れ
る

な
ら
私
は
止
め
た
い
と
思
う
。
止
め
ら
れ
な
い
の
な
ら
、
私
は
お
前
達
二
人
に
殉
死
し
て
貰
お
う
」
と
。
そ
こ
で
取
り
止
め
に
な
っ
た
。

0
陳
乾
昔
な
る
者
が
、
病
が
重
く
、
そ
の
兄
弟
に
託
し
て
子
供
の
尊
己
に
命
じ
て

を
中
に
し
て
人
の
婢
子
を
入
れ
る
様
に
せ
よ
」
と
。
陳
乾
昔
は
死
ん
だ
が
、
子
供
は
「
殉
葬
す
る
の
は
膿
で
な
い
。
ま
た
婢
子
を
雨

側
に
侍
ら
せ
る
な
ど
、
父
の
命
で
も
許
さ
れ
ぬ
」
と
し
て
、
殺
さ
な
か
っ
た
。

こ
の
同
質
の
説
話
は
、
春
秋
戦
國
期
に
、
遺
族
の
側
か
ら
も
嘗
人
の
側
か
ら
も
殉
死
へ
の
誘
惑
が
強
烈
で
あ
り
、
そ
れ
を
超
克
す
る
事

が
、
難
か
し
く
、
麗
と
い
う
概
念
を
整
備
す
る
必
然
が
あ
っ
た
事
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
殉
死
へ
の
誘
い
は
、
常
然
櫂
力
の
立
場
か
ら
尊

き
出
さ
れ
る
が
、
そ
れ
を
襲
と
い
う
合
理
主
義
で
乗
り
切
る
に
は
、
餘
程
の
人
間
性
の
暗
部
へ
の
洞
察
が
な
け
れ
ば
出
来
な
い
。
そ
の
強

い
誘
惑
を
覇
ち
切
る
為
に
、
檀
弓
上
で
、
孔
子
は
次
の
様
な
方
法
を
用
意
し
た
事
と
さ
れ
る
。

孔
子
曰
、
之
死
而
致
死
之
、
不
仁
而
不
可
為
也
。
之
死
而
致
生
之
、
不
知
而
不
可
為
也
。
是
故
竹
不
成
用
、
瓦
不
成
味
、
木
不
成
断
、

琴
葱
張
而
不
平
、
竿
笙
備
而
不
和
、
有
鐘
磐
而
無
簑
虔
、
其
日
明
器
、
神
明
之
也
。

郎
ち
埋
葬
す
る
際
に
、
死
者
に
、
生
前
と
の
闘
係
を
断
ち
切
っ
て
し
ま
う
の
は
、
不
仁
で
あ
り
可
哀
そ
う
で
あ
る
が
、
か

部
の
遺
愛
品
を
そ
の
儘
持
ち
込
ん
で
は
な
ら
な
い
。
竹
も
善
い
竹
を
用
い
ず
、
瓦
も
素
燒
き
も
の
で
あ
る
べ
き
で
、
琴
悲
や
竿
笙
の
如
き

業
器
も
、
調
子
を
狂
わ
せ
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
、
簡
輩
に
言
え
ば
、
幽
界
と
現
宵
と
を
分
離
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
分
離
を
い
い
加
減

に
す
る
と
殉
、
死
の
誘
惑
に
人
類
は
負
け
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
如
何
に
、
方
法
的
に
死
へ
の
誘
惑
を
断
ち
切
る
か
が
課
趙
な
の
で
あ
る
。

こ
の
文
章
を
、
先
に
見
た
栂
軍
と
人
伯
と
の
野
立
の
間
式
と
を
重
ね
て
韻
む
と
全
て
が
明
ら
か
と
な
ろ
う
。
彿
聟
と
は
藁
人
形
で
あ
り
、

非
常
に
不
完
全
な
も
の
で
、
こ
れ
は
、
明
器
で
あ
り
、
幽
界
に
ふ
さ
わ
し
い
。
所
が
、
人
伯
を
代
わ
り
に
使
う
と
、
幽
界
と
現
賓
と
の
境

孟
子
の
作
桶
に
つ
い
て

に
「
私
が
死
ね
ば
、
私
の
棺
を
大
き
く
作
り
、
私



孟
子
の
作
桶
に
つ
い
て

夏
醒
吾
能
言
之
、
杞
不
足
徽
、
殷
轄
吾
能
言
之
、
宋
不
足
徽
、
文
献
不
足
故
也
。

然
し
檀
弓
は
、
夏
燈
、
殷
轄
に
つ
い
て
種
々
の
比
定
を
行
う
。
決
し
て
「
文
献
足
ら
ず
」
と
は
信
じ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
終

(

2

)

 

局
的
に
は
、
「
丘
や
殷
人
な
り
」
と
吐
い
た
孔
子
の
死
様
の
詭
話
に
見
え
る
原
像
か
ら
稜
出
し
て
い
る
が
如
く
で
あ
る
。

さ
て
孔
子
は
、
論
語
八
侑
篇
で
、

そ
れ
故
若
し
ヘ
ー
ゲ
ル
の
如
く
、
世
界
史
の
本
質
が
墓
場
で
開
示
さ
れ
る
と
し
た
ら
（
こ
の
意
味
で
ヘ
ー
ゲ
ル
は
バ
ス
カ
ル
を
高
く
評

債
す
る
が
）
古
代
中
國
と
い
う
ひ
と
つ
の
世
界
に
住
む
人
に
と
っ
て
も
同
じ
で
あ
ろ
う
。
郎
ち
墓
場
或
い
は
墳
墓
に
つ
い
て
の
記
述
に
つ

い
て
満
ち
満
ち
た
檀
弓
こ
そ
、
歴
史
哲
學
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ら
く
赤
裸
の
人
間
性
の
世
界
に
直
面
せ
ざ
る
を
得
ま
い
。

界
が
ぼ
け
て
し
ま
い
、
更
に
こ
の
為
、
歯
ど
め
が
な
く
な
り
、
人
を
伯
の
代
り
に
使
う
事
に
な
る
。
つ
ま
り
方
法
的
に
、
厳
密
な
麗
別
を

設
け
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

(
1
)
 

論
理
は
、
墓
場
に
生
れ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
は
、
「
十
字
架
と
薔
薇
」

ら
な
い
と
述
べ
る
。
十
字
架
を
背
負
う
と
は
、

キ
リ
ス
ト
の
苦
悩
と
地
獄
を
一
身
に
自
分
で
抱
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
も
し
中
國

人
が
十
字
架
を
背
負
わ
さ
れ
ば
中
國
の
古
代
人
が
悩
ま
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
櫂
力
者
、
或
は
親
族
へ
の
殉
死
へ
の
誘
惑
は
断
ち
切
れ
る
。

つ
ま
り
問
題
で
は
な
く
な
る
。
代
用
品
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
然
し
、
異
敦
徒
た
る
我
々
か
ら
（
或
は
古
代
人
か
ら
）
言
え
ば
、
十
字
架

自
罷
ひ
と
つ
の
抽
銀
的
な
墓
場
に
他
な
ら
ぬ
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
場
合
は
、
こ
の
墓
場
に
、
論
理
も
世
界
史
も
成
起
す
る
。
世
界
史
の
激
烈
な

ド
ラ
マ
の
本
質
は
（
事
賞
は
リ
ア
ル
な
舞
豪
で
鍍
剣
に
行
わ
れ
た
の
だ
が
）
言
わ
ば
十
字
架
と
い
う
墓
場
で
そ
の
意
味
を
開
く
。
世
界
史

と
い
う
戦
闘
虐
殺
の
修
羅
場
の
無
意
味
の
練
臆
が
、
十
字
架
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
西
洋
人
か
ら
十
字
架
を
根
こ
そ
ぎ
引
き
抜
い
た
ら
、
恐

言

い
十
字
架
を
自
力
で
背
負
わ
な
い
と
、

知
恵
の
薔
薇
は
手
に
入



さ
て
「
始
作
愉
」
に
つ
い
て
の
趙
岐
の
注
を
今
想
起
し
た
い
。
そ
こ
に
は
、
秦
穆
公
の
三
良
を
殉
死
せ
し
め
た
の
が
、
宵
は
人
佃
を
秦

で
作
っ
た
事
に
原
因
が
あ
る
と
言
う
。
質
に
秦
を
野
螢
視
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
藉
記
に
は
一
切
こ
の
秦
が
人
涌
を
葬
具
と
し
て
使
っ
た

と
い
う
記
載
は
な
い
。
元
の
記
録
と
す
れ
ば
、
春
秋
鑑
に
は
な
く
、
但
だ
左
偲
文
公
六
年
に
、

秦
伯
任
好
卒
、
以
子
車
氏
之
三

奄
息
、
仲
行
、
鍼
虎
為
殉
、
皆
秦
之
良
也
。
國
人
哀
之
、
為
之
賦
黄
鳥
。

と
あ
り
、
そ
の
後
に
君
子
の
穆
公
に
弼
す
る
厳
し
い
批
評
と
、
秦
國
の
沈
滞
へ
の
豫
想
が
つ
け
加
え
ら
れ
る
。
史
記
秦
本
紀
で
は
、
こ
れ

を
踏
ま
え
つ
つ
、

穆
公
卒
、
葬
於
珈
、
従
死
者
百
七
十
人
。

と
、
多
少
愛
化
さ
せ
て
い
る
。
つ
ま
り
人
愉
を
使
っ
た
か
ら
そ
れ
が
疲
展
し
て
殉
死
を
生
ん
だ
と
い
う
事
賀
は
全
然
な
い
。
詩
経
秦
風
の

黄
鳥
は
、
三
良
の
賓
名
入
り
の
詩
で
、
大
雅
雲
漢
な
ど
と
共
に
、
珍
ら
し
く
記
録
性
を
帯
び
た
も
の
で
あ
る
。

交
交
黄
鳥
、
止
子
棘0

0

 

誰
従
穆
公
、
子
車
奄
息

0

0

0

 

維
此
奄
息
、
百
夫
之
特

臨
其
穴
、
憫
憫
其
慄
、

彼
蒼
者
天
、
懺
我
良
人

如
可
贖
分
、
人
百
其
身

0

0

0

 

O
 

こ
れ
が
一
節
で
、
二
節
三
節
も
奄
息
の
人
名
を
仲
行
と
鍼
虎
に
代
え
、
特
を
そ
れ
ぞ
れ
防
と
禦
と
に
代
え
た
だ
け
で
後
は
全
く
の
繰
り

返
し
で
あ
る
。
言
わ
ば
修
飾
を
被
ら
ぬ
素
朴
な
詩
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
古
代
人
の
殉
死
へ
の
悲
憤
が
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
何

孟
子
の
作
桶
に
つ
い
て

四



孟
子
の
作
桶
に
つ
い
て

わ
ば
、

|
|
0
1
0
I
I
'
0
1
 

五

虞
に
も
、
漢
代
人
が
持
っ
た
様
な
「
作
愉
」
へ
の
言
及
は
な
い
。
さ
す
れ
ば
、
作
伯
が
殉
死
を
生
む
と
は
、
経
學
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
見
る

し
か
道
は
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
事
賓
は
、
イ
デ
ー
に
昇
化
さ
れ
る

1

そ
し
て
事
賓
と
逆
の
相
貌
を
取
る
地
貼
が

0

0

0

 

何
虞
か
か
ら
始
ま
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
或
る
種
の
大
事
件
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
政
治
的
な
、
或
は
心
情
の
琴
悲
を
か
き
胤
す
が
如

前
章
で
見
た
通
り
、
轄
記
檀
弓
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
イ
デ
ー
は
、
孔
子
を
援
用
す
る
事
で
定
在
し
て
い
る
。
黄
鳥
の
故
事
を
引
き
合
い

に
出
し
た
の
は
、
趙
岐
に
始
ま
る
が
、
恐
ら
く
趙
岐
は
檀
弓
を
讀
み
、
檀
弓
の
記
事
の
中
に
春
秋
の
こ
の
穆
公
の
説
話
が
潜
在
す
る
の
を

見
て
取
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
孟
子
の
原
文
か
ら
は
、
秦
穆
公
は
豫
想
出
来
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
檀
弓
の
説
話
群
の
中
に

一
見
し
て
公
羊
偲
、
穀
梁
側
或
は
左
側
を
語
る
部
分
が
か
な
り
あ
る
。
郎
ち
、
敢
え
て
言
う
な
ら
檀
弓
は
、
春
秋
の
繹
義
書
の
性
格

そ
れ
で
は
何
故
檀
弓
は
、
春
秋
の
繹
義
書
な
の
か
。
そ
れ
は
、

0
郷
婁
復
之
以
矢
、
蓋
自
戦
於
升
陸
始
也
。

〇
魯
婦
人
之
塁
而
弔
也
、
自
敗
於
豪
飴
始
也
、
南
宮
稲
之
宴
之
姑
之
喪
、
夫
子
誨
之
塁
日
、
爾
母
従
従
爾
、
爾
母
麗
塵
雨
、
蓋
榛
以
為

拌
、
長
尺
而
綿
八
寸
゜

〇
魯
荘
公
及
宋
人
戦
子
乗
丘
、
…
…
士
之
有
誅
自
此
始
也
。

こ
の
様
に
「
何
々
は
何
々
か
ら
始
る
」
と
い
う
形
式
を
多
く
の
場
合
取
る
。
朧
の
起
源
を
、
春
秋
時
代
の
出
来
事
に
闘
係
づ
け
る
事
で

説
明
す
る
。
又
或
は
左
偲
や
公
穀
二
側
を
直
接
引
用
す
る
。
始
源
が
唯
の
闘
心
で
あ
る
と
さ
え
言
い
得
る
。
所
が
孟
子
は
、

始
作
個
者
其
無
後
乎
゜

と
始
に
力
貼
が
置
か
れ
る
。
こ
こ

ま‘
'"~~ 

を
持
つ
か
ら
で
あ
る
。

き
出
来
事
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

に
既
に
、
春
秋
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
観
念
性
を
我
々
は
讀
む
。
こ
の
観
念
性
が
、
檀
弓

の
綜
起
を
説
く
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、



に
於
い
て
は
或
は
具
憫
的
な
事
賞
を
伴
っ
て
、
或
い
は
、
證
明
な
し
に
三
代
の
朧
へ
の
割
り
振
り
と
し
て
表
わ
さ
れ
る
。
春
秋
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
は
、
穏
の
思
想
と
し
て
し
か
誇
得
力
を
持
た
ぬ
か
の
様
で
あ
る
。
少
く
も
檀
弓
纏
運
等
に
於
い
て
は
。

更
に
詳
し
く
考
え
て
み
る
。
趙
岐
が
用
意
し
た
秦
穆
公
の
殉
死
が
、
そ
の
原
因
を
作
桶
に
あ
っ
た
と
の
説
明
は
、
事
賀
で
は
な
い
。
そ

れ
は
誕
學
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
と
っ
て
事
賓
で
な
く
て
も
一
向
構
わ
ぬ
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
前
章
で
見
た
人
間
性
の
深
層
へ
の
洞
察
が
|
|
i

例
え
そ
れ
が
秦
穆
公
の
殉
葬
と
い
う
大
事
件
を
契
機
に
し
て
生
れ
た
と
し
て
も
1

逆
に
そ
の
前
提
な
り
起
源
に
な
る
事
賓
を
作
っ
て
行

く
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、
人
間
性
の
深
囮
に
封
す
る
洞
察
が
先
行
し
て
い
る
。
む
し
ろ
人
條
な
り
偶
人
を
葬
具
に
使
う
こ
と
が
、
殉
死
の

0

0

0

 

0
 

0
 

悲
劇
を
救
う
代
用
品
で
あ
る
と
の
考
え
は
、
現
在
に
あ
っ
て
も
、
又
中
國
先
秦
期
に
あ
っ
て
も
、
教
養
あ
る
啓
蒙
の
思
想
で
あ
っ
た
の
で

0

0

 

0
 

0
 

あ
る
。
強
調
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
の
作
佃
説
話
は
、
す
ぐ
れ
て
啓
蒙
批
卸
の
姿
を
取
っ
て
立
ち
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
さ

て
啓
蒙
と
は
何
か
。
そ
れ
は
、
時
代
の
信
仰
な
り
仰
統
な
り
へ
の
批
評
の
外
見
を
取
る
。
墨
家
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
れ
は
知
識
と
敦
養
に

立
脚
し
た
も
の
で
、

一
應
時
代
の
病
葬
を
救
お
う
と
す
る
。
然
し
そ
れ
は
あ
く
ま
で
時
代
の
外
在
批
判
で
し
か
な
い
。
時
代
を
批
判
す
る

事
激
し
け
れ
ば
激
し
い
程
、
外
在
批
判
で
あ
る
以
上
、
そ
の
批
判
は
、
む
し
ろ
時
代
の
内
面
を
葛
す
に
過
ぎ
な
い
。
む
し
ろ
そ
れ
は
、
信

仰
と
偲
統
と
の
自
己
表
出
で
あ
る
と
い
う
矛
盾
を
芋
む
。
儒
家
は
、
こ
の
啓
蒙
の
敦
養
主
義
へ
の
批
判
を
孟
子
の
中
に
始
め
る
。
術
家
の

言
う
異
端
と
は
啓
蒙
主
義
で
あ
る
。

そ
れ
は
如
何
に
し
て
行
う
か
と
言
え
ば
、
人
間
性
へ
の
内
在
的
な
洞
察
つ
ま
り
人
間
性
の
深
層
へ
の
分
析
を
通
し
て
行
わ
れ
る
。
言
わ

ば
敦
養
の
突
破
で
あ
り
啓
蒙
の
突
破
な
の
で
あ
る
。
殉
葬
に
闘
し
て
言
え
ば
、
殉
死
か
ら
作
愉
へ
と
理
解
す
る
啓
蒙
の
眼
か
ら
言
え
ば
、

(

3

)

 

儒
家
の
作
愉
か
ら
殉
死
へ
の
方
向
づ
け
は
、
鱒
倒
し
た
逆
し
ま
の
も
の
と
寓
る
。
啓
蒙
た
る
異
端
學
派
に
と
り
こ
れ
は
、
大
き
な
挑
戦
で

あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
悟
性
論
理
一
を
「
存
在
1
1
歴
史
論
理
」
が
破
砕
す
る
。
フ
ロ
セ
ス
だ
と
見
て
よ
い
。
先
に
見
た
墓
場
の
論
理

ー
っ
ま
り
墓
場
に
於
け
る
制
度
の
回
想
が
、
責
は
歴
史
そ
の
も
の
の
内
的
な
意
味
で
あ
る
|
|
＇
は
、
悟
性
論
理
た
る
啓
蒙
に
打
ち
勝
っ

た
後
の
記
念
碑
な
の
で
あ
っ
た
。

孟
子
の
作
桶
に
つ
い
て

二六



孟
子
の
作
桶
に
つ
い
て

子
に
知
覺
が
な
い
か
ら
人
は
助
け
る
に
過
ぎ
な
い
の
だ
。

だ
愛
を
施
す
の
は
、
親
か
ら
始
め
る
に
過
ぎ
な
い
」
と
。

そ
し
て
こ
の
儒
家
の
存
在
・
脈
史
論
理
こ
そ
、
春
秋
學
に
於
い
て
そ
の
純
粋
の
表
現
を
見
る
で
あ
ろ
う
。

我
々
は
、
春
秋
を
観
察
す
る
前
に
、
作
桶
に
闘
す
る
趙
岐
の
解
繹
は
誤
っ
て
い
な
か
っ
た
證
擦
を
孟
子
の

そ
の
例
の
代
表
と
し
て
勝
文
公
篇
の
墨
者
夷
子
と
の
到
論
を
考
察
し
て
み
た
い
。

七

墨
者
夷
子
は
、
孟
子
の
弟
子
で
あ
る
徐
辟
を
介
し
て
孟
子
に
會
見
を
求
め
て
来
た
。
孟
子
が
言
う
「
私
は
も
と
か
ら
會
い
た
か
っ
た

が
、
今
病
氣
の
故
、
病
氣
が
治
っ
た
ら
こ
ち
ら
か
ら
出
か
け
よ
う
」
そ
の
た
め
夷
子
は
来
な
か
っ
た
。
後
日
夷
子
は
又
會
見
を
求
め
て

来
た
。
孟
子
が
言
う
「
今
な
ら
會
う
こ
と
が
出
来
る
。
墨
者
に
直
接
語
ら
ね
ば
、
道
は
明
ら
か
に
は
な
ら
ぬ
。
私
は
聞
い
て
い
る
、
夷

子
は
墨
者
で
、
墨
家
は
喪
を
治
め
る
の
に
、
薄
喪
を
そ
の
道
と
し
て
い
る
と
。
夷
子
は
、
こ
の
薄
喪
を
天
下
に
弘
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

さ
す
れ
ば
、
薄
喪
を
貴
ば
ぬ
筈
は
な
い
。
然
し
夷
子
は
、
自
分
の
親
を
葬
っ
た
と
き
は
厚
く
葬
っ
た
。
こ
れ
は
日
頃
賤
し
む
厚
葬
で
親

に
事
え
た
と
い
う
矛
盾
に
な
る
」
と
。

中
介
者
の
徐
辟
が
そ
の
旨
を
夷
子
に
告
げ
た
。
夷
子
は
言
う
「
儒
家
の

し
と
あ
る
。
こ
れ
は
一
臆
ど
う
い
う
意
味
な
の
か
。
私
の
考
え
で
は
、
愛
に
は
今
の
儒
家
の
言
莱
の
様
に
本
来
等
級
差
次
は
な
い
。
但

徐
子
は
又
孟
子
に
夷
子
の
言
を
仰
え
た
。
孟
子
は
言
っ
た
「
一
臆
夷
子
は
本
氣
で
、
人
が
兄
の
子
を
愛
す
る
の
が
、
隣
人
の
赤
子
を

愛
す
る
の
と
同
じ
だ
と
信
じ
て
い
る
の
か
。
夷
子
は
恐
ら
く
、
次
に
例
を
取
る
の
だ
ろ
う
。
郎
ち
赤
子
が
は
っ
て
行
き
井
戸
に
は
ま
ろ

う
と
す
る
時
、
他
人
の
子
で
も
人
は
驚
い
て
助
け
る
の
が
人
間
性
だ
と
。
そ
れ
故
に
愛
に
差
次
は
な
い
と
言
う
の
だ
ろ
う
が
、
責
は
赤

要
が
あ
ろ
う
。

睦
天
が
物
を
生
ず
る
の
は
、
基
づ
く
所
は
一
に
あ
る
。
所
が
、
夷
子
は
、

は
、
古
人
が
民
を
治
め
る
の
は
赤
子
を
安
ん
ず
る
が
如

に
於
い
て
跡
づ
け
る
必



他
人
へ
の
親
愛
と
自
己
の
親
愛
と
基
づ
く
所
を

に
求
め
る
か
ら
こ
の
様
な
考
え
に
な
る
の
だ
。
」
と
C

人
類
と
い
う
普
遍
概
念
に
酎
す
る
愛
と
は
、
今
日
の
言
葉
で
言
え
ば
、
啓
蒙
で
あ
る
。
啓
蒙
主
義
者
の
夷
子
は
尚
書
康
詰
の
＿
若
保
赤

を
引
き
、
自
説
を
衛
ら
ん
と
す
る
が
、
賀
は
「
施
す
こ
と
親
よ
り
始
む
」
と
言
う
貼
に
閲
し
て
は
、
孟
子
と
の
間
に
抵
梧
は
な
い
。

つ
ま
り
こ
の
地
貼
ま
で
は
、
夷
子
は
説
得
さ
れ
て
は
い
な
い
。
作
桶
に
つ
い
て
の
如
く
、

ら
言
え
ば
、
夷
子
の
立
場
は
整
合
的
な
の
で
あ
る
。
丁
度
梁
恵
王
が
、
死
所
に
赴
く
牛
が
哀
れ
だ
と
し
て
羊
に
代
え
さ
せ
た
例
を
想
起
す

れ
ば
よ
い
。
悟
性
論
理
か
ら
言
え
ば
、
牛
も
羊
も
殺
さ
れ
る
と
い
う
側
面
か
ら
言
え
ば
同
じ
で
あ
り
、

で
あ
る
が
為
に
は
、
ど
の
種
の
犠
牲
も
腹
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
悟
性
論
理
は
、
そ
れ
を
要
求
せ
ね
ば
止
ま
ぬ
で
あ
ろ
う
。
孟
子
は
、
梁
王

の
行
為
を
「
今
眼
前
に
羊
が
お
ら
ぬ
」
か
ら
仁
の
行
為
と
す
る
が
、
悟
性
論
理
か
ら
言
え
ば
、
そ
れ
は
逆
立
ち
し
た
も
の
と
映
ず
る
。

そ
れ
故
、
孟
子
は
、
悟
性
論
理
を
突
破
す
る
何
か
を
用
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
歴
史
の
始
源
と
い
う
形
を
取
る
。
そ
れ
は
客

観
的
に
賓
證
す
る
こ
と
は
出
来
ぬ
、
歴
史
そ
の
も
の
、
或
は
歴
史
の
意
味
自
臆
で
あ
る
。
後
績
す
る
部
分
を
原
文
で
引
く
と
、

蓋
上
世
嘗
有
不
葬
其
親
者
、
其
親
死
、
則
皐
而
委
之
於
叡
、
他
日
過
之
、
狐
狸
食
之
、
蠅
納
姑
峨
之
、
其
穎
有
砒
、
院
而
不
視
、
夫

砒
也
非
為
人
砒
、
中
心
達
於
面
目
、
蓋
欝
反
鎖
裡
而
掩
之
、
掩
之
誠
是
也
°
則
孝
子
仁
人
之
掩
其
親
亦
必
有
道
突
、
徐
子
以
告
夷
子
、

夷
子
撫
然
。
為
間
曰
命
之
突
。

(

4

)

 

の
上
世
と
は
、
尚
世
で
あ
り
、
輩
な
る
上
古
で
あ
る
。
奥
舜
三
王
の
敦
學
的
古
代
と
は
無
縁
の
上
古
で
あ
る
。
勿
論
孟
子
の

創
作
に
違
い
な
い
。
こ
こ
で
語
ら
れ
て
い
る
内
容
を
翻
繹
が
許
さ
れ
る
な
ら
次
の
様
に
な
ろ
う
。

「
賓
は
夷
子
が
自
分
の
親
を
厚
葬
し
た
の
は
、
正
し
い
事
で
こ
れ
に
は
縁
起
が
ひ
そ
ん
で
い
る
。
人
類
の
長
い
稜
展

の
歴
史
で
は
、
元
来
埋
葬
と
い
う
事
も
な
く
、
死
骸
は
野
ざ
ら
し
で
、
そ
の
事
に
人
類
は
疑
問
を
抱
か
な
か
っ
た
。
親
が
亡
く
な
っ
て

も
同
様
に
谷
に
投
げ
捨
て
野
ざ
ら
し
に
し
て
い
た
。
所
が
或
る
人
が
自
分
の
親
の
死
臆
が
狐
狸
や
、
蠅
訥
に
食
わ
れ
、
腐
爛
し
て
い
る

の
を
見
て
、
自
然
な
形
で
シ

m

ッ
ク
を
受
け
た
。
こ
れ
は
人
間
の
興
心
か
ら
出
た
こ
と
で
、
誰
か
か
ら
敦
え
ら
れ
た
の
で
も
な
い
が
、

孟
子
が
言
う
。

こ
の

孟
子
の
作
桶
に
つ
い
て

の
行
為
は
仁
で
は
な
い
。
仁

の
側
の
論
理
つ
ま
り
悟
性
論
理
の
立
場
か

八



孟
子
の
作
桶
に
つ
い
て

く
な
い
。
然
も
物
の
本
に
あ
る
、

一九

喪
祭
は
先
祖
の
や
り
方
を
愛
え
る
な
と
。
」
世
子
は
、
父
兄
百
官
の
言
葉
に
打
た
れ
、

こ
の
事
が
起
源
に
な
っ
て
埋
葬
と
い
う
制
度
が
生
じ
、
こ
れ
が
廣
ま
っ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
埋
葬
と
い
う
制
度
も
、
人
類
の
長
い

歴
史
の
中
で
は
、
最
初
か
ら
あ
っ
た
の
で
は
な
い
。
賀
は
人
間
の
誠
と
い
う
モ
メ
ン
ト
が
、
或
る
時
に
作
り
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ

れ
故
夷
子
が
親
を
厚
葬
し
た
の
も
、
人
類
の
長
い
歴
史
の
黙
縮
し
た
復
習
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
人
間
の
こ
れ
迄
た
ど
っ
て
来
た
全
て
が
、

意
味
と
し
て
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」
。

夷
子
が
撫
然
と
し
て
命
に
服
し
た
の
は
、
歴
史
の
意
味
つ
ま
り
朕
史
の
事
質
を
支
え
る
背
後
の
鱈
の
意
味
で
あ
っ
た
C

孟
子
の
こ
の
諒

の
裏
づ
け
は
期
待
出
来
な
い
。
こ
れ
は
優
れ
て
脆
史
の
哲
學
な
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
こ
に
於
い
て
悟
性
論
に

劉
す
る
存
在
・
歴
史
論
理
の
優
位
の
有
様
が
、
浮
き
出
さ
れ
て
い
る
の
を
我
々
は
見
る
。

ー

'
~
0
1
0
|
|
0
|
|

で
は
、
三
年
喪
こ
そ
、
墨
家
の
薄
葬
に
野
す
る
重
要
な
歴
史
的
論
掠
で
あ
る
。
こ
れ
は
超
腕
史
的
に
行
わ
れ
た
筈
の
も
の
で
あ
る
。

三
代
を
一
貫
す
る
人
間
が
人
間
と
な
る
為
の
必
須
の
條
件
で
あ
る
。
所
が
こ
れ
も
、
現
賀
の
戦
國
春
秋
の
時
代
に
は
、
行
わ
れ
て
は
い
な

(5.) 

い
。
膝
文
公
の
次
の
節
は
、
消
儒
毛
奇
齢
が
最
初
に
注
目
し
た
折
紙
つ
き
の
も
の
だ
が
敢
え
て
引
く
。

膝
定
公
斃
。
世
子
謂
然
友
日
、
昔
者
孟
子
嘗
興
我
言
於
宋
、
於
心
終
不
忘
。
今
也
不
幸
至
於
大
故
。
吾
欲
使
子
間
於
孟
子
。
然
後
行

事
。
然
友
之
郷
問
於
孟
子
。
孟
子
曰
、
不
亦
善
乎
。
親
喪
固
所
自
粛
也
。
曾
子
曰
、
生
事
之
以
膿
。
死
葬
之
以
證
。
祭
之
以
證
。
可

謂
孝
突
。
諸
侯
之
朧
、
吾
未
之
學
也
。
雖
然
、
吾
嘗
問
之
突
。

之。然
友
反
命
。
定
為
三
年
之
喪
。
父
兄
百
官
皆
不
欲
也
。

孟
子
の
膝
世
子
に
勘
め
た
三
年
喪
は
、

-Ji‘ 

9K̀’’
ぃ`

一
年
之
喪
、
齋
疏
之
服
、
紆
粥
之
食
、
自
天
子
達
於
庶
人
、
三
代
共

腺
國
の
父
兄
百
官
に
依
っ
て
反
封
さ
れ
る
。
彼
等
は
世
子
に
次
の
様
に
忠
告
す
る
。
「
＝

は
、
膝
國
の
宗
國
た
る
魯
の
先
君
も
や
っ
て
来
な
か
っ
た
。
吾
が
先
君
も
や
ら
な
か
っ
た
。
貴
方
の
代
に
な
っ
て
慣
例
に
反
す
る
の
は
よ

「
承
知
し
ま
し



（
世
子
）
謂
然
友
曰
、
吾
他
日
未
嘗
學
問
。
好
馳
馬
試
靱
。
今
也
父
兄
百
官
不
我
足
也
。
恐
其
不
能
帯
於
大
事
。
子
為
我
問
孟
子
。

父
兄
百
官
は
、
自
分
が
學
問
が
足
ら
ぬ
か
ら
、
三
年
喪
な
ど
突
飛
な
事
を
す
る
と
思
っ
て
信
用
し
て
哭
れ
ぬ
。
然
友
よ
、
再
び
孟
子
に

問
え
と
。
然
友
は
復
た
郷
に
行
き
孟
子
に
問
う
た
。

孟
子
曰
、
然
。
不
可
以
他
求
者
也
。

そ
う
で
あ
る
。
他
人
に
賛
同
を
求
め
る
事
の
出
来
ぬ
性
質
の
課
題
な
の
だ
、
こ
の
三
年
喪
と
は
。
そ
れ
故
に
自
分
自
身
の
課
題
と
し
て

推
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
だ
。
更
に
孟
子
は
綾
け
る
。

孔
子
曰
、
君
斃
、
聴
於
家
宰
。
諏
粥
、
面
深
墨
。
郎
位
而
哭
。
百
官
有
司
莫
敢
不
哀
。
先
之
也
。
上
有
好
者
下
必
有
甚
焉
者
突
。
君

子
之
應
、
風
也
、
小
人
之
態
草
也
。
是
在
世
子
。

事
柄
は
、
父
兄
の
反
封
を
押
し
切
っ
て
断
行
す
る
世
子
の
決
意
に
か
か
っ
て
い
る
。
然
友
は
再
び
腺
に
反
命
す
る
。
世
子
は
言
う
。

「
本
常
だ
。
こ
れ
は
自
分
の
決
意
の
問
題
で
あ
る
一
と
。
そ
こ
で

五
月
居
麿
、
未
有
命
戒
、
百
官
族
人
可
謂
曰
知
。
及
至
葬
、
四
方
来
観
之
、
頻
色
之
戚
、
哭
泣
之
哀
。
弔
者
大
悦
゜

毛
奇
齢
は
、
膝
の
宗
國
魯
も
膝
も
、
古
来
行
っ
て
来
な
か
っ
た
と
い
う
三
年
喪
を
、
周
代
の
成
俗
で
は
な
く
、
む
し
ろ
殷
證
な
り
と
の

断
案
を
下
し
た
が
、
免
も
角
、
三
年
喪
な
る
常
時
に
と
っ
て
の
候
託
が
、
三
代
の
事
宵
で
あ
る
と
の
鑑
學
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
轄
化
し
て
行

く
過
程
が
美
事
に
描
か
れ
て
い
る
黙
に
我
々
は
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
鑑
學
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
成
立
の
後
は
、
逆
に
そ
れ
が
、
吐
會

を
規
定
し
、
吐
會
を
構
成
す
る
。
皇
帝
も
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
支
配
下
に
あ
る
。
そ
れ
が
二
十
世
紀
に
垂
ん
と
す
る
期
問
強
制
力
を
持

つ
の
だ
が
、
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
た
る
證
が
、
膝
文
公
の
喪
儀
と
い
う
特
定
の
歴
史
的
事
質
に
於
い
て
稜
出
す
る
。
こ
れ
は
そ
の
疲
出
の

過
程
を
非
常
に
正
直
に
描
い
た
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
檀
弓
の
先
謳
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
て
、
既
に
多
少
明
ら
か
に
な
っ
た
と
信
ず
る
が
、
今
迄
観
察
し
て
来
た
三
件
、
郎
ち
H
作
桶
、
口
夷
子
と
の
封
論
に
於
け
る
埋
喪
の

た
」
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ
で
、

孟
子
の
作
個
に
つ
い
て

四
0



孟
子
の
作
桶
に
つ
い
て

四

疲
生
、
更
に
今
述
べ
た

□三
年
喪
の
質
験
、
と
そ
れ
ぞ
れ
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
異
に
し
な
が
ら
共
通
の
特
黙
を
持
つ
。
そ
れ
は
、

に
依
っ
て
宵
證
す
る
事
が
出
来
な
い
。

こ
の
二
黙
で
あ
る
。
今
少
し
く
説
明
を
試
み
よ
う
。

四

回
は
如
何
に
も
始
ま
り
を
問
題
に
し
て
い
ぬ
様
に
も
取
れ
る
け
れ
ど
も
、
口
に
見
る
如
く
歴
史
の
賃
の
意
味
は
、
超
歴
史
的
な
替
喩
と

し
て
し
か
語
り
得
な
い
。
口
は
国
と
常
然
補
足
闘
係
に
あ
り
、
口
に
見
え
る
替
喩
と
し
て
の
原
人
間

(
U
r
m
e
n
s
c
h
)
を
、
啓
蒙
の
立
場

に
あ
る
父
兄
百
官
か
ら
孤
立
す
る
事
で
、
主
陸
的
な
意
志
を
軸
に
賞
演
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
口
は
決
し
て
悟
性
論
理
の
立
場
で
は
出

(
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来
な
い
。
質
は
膝
世
子
は
宋
で
嘗
っ
て
孟
子
の
話
を
聞
い
た
時
、
国
の
夷
子
が
受
け
た
原
人
間
の
恐
怖
1

そ
れ
は
脆
史
の
賃
の
意
味
だ

が
ー
|
の
話
の
内
容
は
、
聞
き
及
ん
で
い
た
筈
で
あ
る
。
そ
れ
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
父
定
公
が
斃
じ
た
際
に
孟
子
の
敦
を
受
け
ん
と
し
た
繹

だ
が
、
そ
の
原
人
間
の
恐
怖
を
克
服
せ
ん
と
す
る
時
、
そ
れ
は
始
ま
り
の
姿
を
取
る
。
そ
れ
は
證
の
始
ま
り
な
の
で
あ
る
。

史
記
太
史
公
自
序
は
言
う
「
春
秋
は
證
儀
の
大
宗
」
と
。
然
し
こ
れ
程
分
り
に
く
い
言
葉
は
な
い
。
何
故
な
ら
春
秋
と
は
、
縦
臣
賊
子

つ
ま
り
否
定
の
記
録
と
ほ
ぼ
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
「
春
秋
は
膿
儀
の
始
源
」
と
言
い
直
す
時
、
事
柄
は
多
少
明
る
さ

を
帯
び
て
来
る
。
つ
ま
り
證
儀
が
人
間
性
の
認
識
を
意
味
す
る
な
ら
、
更
に
「
春
秋
と
は
、
人
間
性
の
認
識
の
始
源
で
あ
る
一
と
言
い
換

え
得
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
公
羊
偲
の
「
託
始
l

の
概
念
が
生
れ
る
。
今
隠
公
二
年
と
五
年
の
経
偲
を
引
く
。

0
九
月
紀
履
襦
来
逆
女
（
隠
二
春
秋
握
）

外
逆
女
不
書
。
此
何
以
書
。
識
。
何
殿
爾
。
磯
始
不
親
迎
也
。
始
不
親
迎
防
於
此
乎
。
前
此
突
。
帥
此
則
昂
為
始
乎
此
。
託
始
焉
爾
゜

春
秋
之
始
也
。

＠匂

全
て
、
始
ま
り
を
問
題
に
し
て
い
る
。



く
ば
、
「
看
秋
之
始
也
，
一
は
、
殆
ん
ど
誤
解
に
暴
さ
れ
よ
う
。

0
九
月
考
仲
子
之
宮
、
初
獣
六
羽
（
隠
五
網
）

初
者
何
、
始
也
。
六
羽
者
何
。
舞
也
。
初
献
六
羽
何
以
書
。
澱
。
何
殿
爾
。
證
始
僭
諧
公
也
。
六
羽
之
為
僭
奈
何
。
天
子
八
信
。
諸

公
六
。
諸
侯
四
。
諧
公
者
何
。
洛
侯
者
何
。
天
子
三
公
稲
公
。
王
者
之
後
稲
公
。
其
餘
大
國
耀
侯
。
小
國
稲
伯
子
男
。
天
子
三
公
者

0

0

0

0

0

0

0

 

何
。
天
子
之
相
也
。
天
子
之
相
則
何
以
三
。
自
映
而
東
者
周
公
主
之
。
自
映
而
西
者
召
公
主
之
。
一
相
虞
乎
内
。
始
僭
諸
公
防
於
此

0

0

0

 

0
 

0

0

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

0

 

乎
。
前
此
突
。
前
此
則
昂
為
始
乎
此
。
僭
諸
公
猶
可
言
也
。
僭
天
子
不
可
言
也
。

託
始
は
、
前
例
に
止
ま
ら
ぬ
が
、
今
一
應
こ
れ
を
代
表
と
す
る
。
さ
て
こ
の
雨
例
は
、
公
羊
の
義
例
の
迦
應
或
は
演
繹
を
語
っ
て
い
る

待
ち
構
え
て
い
た
側
者
に
と
っ
て
、
「
春
秋
の
始
ま
り
」
と
は
、
異
様
な
緊
張
を
学
む
事
柄
で
あ
ろ
う
。
然

し
偲
者
に
と
っ
て
、
非
纏
の
事
賀
は
、
こ
の
時
始
ま
る
と
は
考
え
ら
れ
ぬ
程
度
に
は
リ
ア
リ
ズ
ム
は
備
わ
っ
て
い
た
。
周
室
の
東
遷
と
い

う
半
ば
紳
秘
の
ヴ
ェ
ー
ル
に
つ
つ
ま
れ
た
事
件
以
来
四
十
九
年
に
隠
公
元
年
は
常
る
。
さ
れ
ば
、
諸
悪
が
、
東
遷
以
後
に
始
源
し
、
西
周

時
代
は
、
諸
侯
が
非
義
を
犯
す
事
な
き
平
天
下
の
時
代
な
り
と
の
敦
學
的
夢
想
は
必
至
の
筈
で
あ
る
。
し
か
し
公
羊
で
は
、
轄
落
の
開
始

の
前
例
を
見
る
に
、
諸
侯
の
親
迎
せ
ざ
る
は
、
こ
れ
以
前
に
始
ま
る
の
で
あ

る
。
で
は
そ
れ
は
何
時
始
ま
る
か
と
言
え
ば
、
腐
儒
な
ら
ば
、
不
親
迎
の
非
麗
は
東
遷
よ
り
隠
公
元
年
ま
で
の
四
十
八
年
間
に
あ
っ
た
が
、

つ
ま
り
そ
の
間
に
始
ま
る
が
そ
れ
は
春
秋
前
史
で
あ
る
故
記
録
さ
れ
ず
、
故
に
こ
こ
に
始
ま
る
と
書
か
ざ
る
を
得
な
い
の
だ
と
言
う
だ
ろ

う
。
然
し
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
こ
の
文
を
栢
讀
す
れ
ば
分
る
が
、
何
時
の
時
代
で
も
不
親
迎
の
非
朧
を
諸
侯
は
犯
し
綾
け
て
い
る
。

そ
れ
は
、
西
周
時
代
に
も
営
然
あ
っ
た
筈
の
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
「
託
始
焉
ー
始
ま
り
を
焉
に
託
す
」
の
で
あ
る
。
こ
れ
な

隠
五
年
の
後
例
に
も
同
様
の
論
理
が
あ
る
。
「
初
者
何
、
始
也
」
は
、
輩
な
る
語
繹
で
は
な
い
。
賀
は
、
初
を
始
と
言
い
換
え
な
が
ら
、

始
め
て
諸
公
を
僣
す
る
の
は
、
一
こ
れ
に
先
だ
つ
」
と
言
っ
て
始
の
籾
義
を
否
定
す
る
。
明
ら
か
に
始
は
、
否
定
さ
れ
る
為
に
用
意
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
始
は
、
始
で
あ
り
な
が
ら
、
事
質
は
始
で
な
い
。
こ
れ
も
前
例
と
同
様
に
託
始
と
解
せ
ら
れ
る
。

を
春
秋
の
始
ま
り
だ
と
は
決
し
て
見
て
い
な
い
。
隠
公

が
、
義
例
を
適
應
す
べ
く
、

孟
子
の
作
催
に
つ
い
て

四



孟
子
の
作
桶
に
つ
い
て

1
|
0
1
0
1
0

—
ー

注
(

1

)

ヘ
ー
ゲ
ル
を
半
可
通
で
持
ち
出
す
の
は
、
突
飛
な
事
だ
が
、
ド
イ
ツ
イ
デ
ア
リ
ズ
ム
が
、
プ
ロ
イ
セ
ン
帝
婦
と
奇
妙
な
閾
係
を
示
す
事
は

知
ら
れ
て
い
る
。
極
端
な
言
い
方
を
す
れ
ば
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
で
解
盟
し
、
ウ
ィ
ー
ン
が
統
一
の
現
賞
性
を
失
っ
た
段
階
に
於
い
て
、
理
念
的

に
考
察
さ
れ
た
ヘ
ー
ゲ
ル
の
理
想
化
さ
れ
た
訊
家
像
、
こ
れ
が
プ
ロ
イ
七
ン
帝
諷
の
成
立
の
媒
盟
と
な
る
。
と
す
る
と
、
こ
れ
は
分
裂
時
代
の
思

想
的
理
念
と
現
買
化
し
た
統
一
帝
婦
の
中
で
の
そ
の
理
念
の
髪
容
と
言
い
現
わ
し
て
も
よ
い
。
こ
れ
は
原
始
春
秋
學
と
の
野
比
に
置
き
か
え
る
。

事
が
出
束
る
。
中
江
丑
吉
の
中
訊
古
代
論
に
は
、
こ
の
親
黙
が
あ
る
。

(

2

)

墓
場
に
於
け
る
制
度
の
回
想
と
名
づ
く
べ
き
植
弓
篇
の
次
の
説
話
に
注
目
し
た
い
。

孔
子
既
得
合
蒙
於
阪
、
曰
吾
聞
之
、
古
也
墓
而
不
墳
、
今
丘
也
東
西
南
北
之
人
也
。
不
可
以
弗
識
也
。
於
是
封
之
、
崇
四
尺
、
孔
子
先
反
、

門
人
後
。
雨
甚
至
。
孔
子
問
焉
曰
爾
束
何
迎
也
。
曰
防
墓
崩
、
孔
子
不
應
。
三
。
孔
子
弦
然
流
悌
曰
、
吾
聞
之
。
古
不
修
幽
。

こ
の
有
名
な
説
話
の
中
の
「
古
」
と
は
、
超
歴
史
的
な
過
去
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
質
證
出
来
な
い
性
格
を
持
つ
。
文
獣
足
ら
ざ
る
が
故
に
言
え

な
か
っ
た
の
は
、
八
倫
の
箕
相
で
あ
る
。
所
が
植
弓
の
書
か
れ
る
段
階
に
な
る
と
、
脈
史
の
恨
元
的
な
意
味
が
問
わ
れ
る
。
股
俗
で
あ
る
章
甫
の

記
述
は
、
勿
論
論
語
先
進
網
に
見
え
る
。
荘
子
俵
麿
に
も
あ
り
、
わ
ず
か
な
が
ら
も
仰
承
と
し
て
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

C

然
し
夏
綴
と
な
る
と
何
の

影
の
如
く
お
ぽ
ろ
げ
な
事
か
。
そ
れ
で
も
な
お
比
定
さ
れ
ね
は
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
轄
記
の
方
向
は
、
こ
の
脱
話
に
見
え
る
弦
然
と
流
悌
す
る

孔
子
の
制
度
の
回
想
が
鍵
で
は
あ
る
ま
い
か
。
即
ち
臨
場
で
し
か
開
示
さ
れ
ぬ
歴
史
の
意
味
に
つ
い
て
の
言
わ
ば
原
像
な
り
原
憫
験
が
、
こ
の
説

話
な
り
後
績
す
る
殷
人
説
話
で
あ
り
、
こ
れ
が
逆
に
文
獣
な
き
筈
の
夏
殷
の
麿
に
つ
い
て
恣
意
的
な
比
定
を
呼
ぶ
。
こ
れ
に
闊
し
て
言
え
ば
、

「
理
念
が
事
買
を
並
べ
か
え
て
も
よ
い
」
（
ヘ
ー
ゲ
ル
序
論
）
と
い
う
有
名
な
テ
ー
ゼ
が
想
起
せ
ら
れ
る
e

漢
代
経
學
に
な
る
と
「
春

我
々
は
逓
ま
き
乍
ら
孟
子
を
再
び
見
る
必
要
が
あ
る
。

始
作
桶
者
其
無
後
乎

呪
咀
で
あ
る
。
そ
し
て
又
人
間
性
の
再
稜
見
で
も
あ
る
。
且
又
春
秋
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
始
源
で
も
あ
っ
た
。

四

既
に
考
察
し
た
孟
子
の
他
の
二
例
と
共
に
、
こ
こ
で
語
る
べ
き
は
、
し
て
作
佃
は
、
副
喪
品
と
し
て
常
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。
丁
度
諸
侯
の
僣
麿
が
常
に
行
わ
れ
た
如
く
。
人
間
性
の
深
淵
へ
の
洞
察
が
生
む
常
為
が
、
始
を
冠
す
る
。
こ
れ
は
人
間
に
封
す
る



秋
繁
露
」
に
あ
っ
て
、
「
腺
魯
親
周
故
殷
」
な
る
主
張
を
摘
張
し
て
、
九
皇
五
帝
三
王
の
速
減
の
理
論
を
創
作
す
る
。
而
し
て
黄
帝
以
前
の
あ
り

も
し
な
い
無
敷
の
王
朝
の
歴
史
的
賞
在
を
作
り
出
す
。
こ
れ
こ
そ
脈
史
哲
學
的
理
念
が
、
事
賞
を
生
む
典
型
で
な
く
し
て
何
で
あ
る
か
。
「
並
べ

か
え
る
」
ど
こ
ろ
か
、
作
り
出
す
の
で
あ
る
。

(

3

)

例
え
ば
、
璽
子
節
葬
下
に

若
送
従
曰
天
子
殺
殉
、
衆
者
敷
百
、
謀
者
敷
十
、
将
軍
大
夫
殺
殉
、
衆
苔
敷
十
、
瀕
者
敷
人

と
あ
り
、
殺
殉
の
習
慣
は
、
儒
家
の
厚
葬
の
儀
鵜
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
を
見
る
。
慨
制
と
儒
家
と
を
同
質
の
も
の
と
見
、
同
じ
啓
蒙
の

銅
象
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
作
桶
か
ら
殉
死
へ
の
儒
家
の
方
向
づ
け
は
、
全
く
視
野
に
入
り
得
な
い
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
孟
子

の
墨
者
夷
子
へ
の
封
決
の
意
義
が
あ
る
。

(

4

)

こ
の
孟
子
の
上
古
説
話
は
、
檀
弓
や
或
は
麿
連
に
挿
入
し
て
も
少
し
も
奇
異
な
印
象
を
輿
え
ぬ
筈
で
あ
る
。
手
近
の
例
を
取
る
と
、
鐙
運
の

夫
朦
之
初
始
諸
飲
食
。
其
幡
黍
稗
豚
、
汗
尊
而
杯
飲
。
資
辟
而
土
鼓
、
猶
若
可
以
致
其
敬
於
鬼
帥
。
及
其
死
也
、
升
屋
而
披
、
告
曰
皐
某
復
、

然
後
飯
胴
而
茸
執
、
故
天
望
而
地
馘
也
。
儒
愧
則
降
、
知
氣
在
上
、
故
死
者
北
首
、
生
者
南
郷
、
皆
従
其
初
。

全
罷
と
し
て
親
の
始
ま
り
を
説
く
こ
の
文
章
は
、
非
常
に
孟
子
の
こ
の
説
話
に
近
い
事
は
、
否
定
出
来
ま
い
。
つ
ま
り
制
作
者
た
る
先
王
以
前

の
過
去
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
こ
の
個
所
に
紹
い
て
、
先
王
が
起
っ
て
民
に
様
々
な
文
明
を
敦
え
、
そ
の
結
果
鬼
紳
上
帝
先
祖
に
事
え
る
方
法
を
知

っ
た
事
が
述
べ
ら
れ
る
。
こ
れ
ぞ
筆
者
の
所
謂
る
先
験
的
理
念
的
歴
史
で
あ
り
、
古
代
に
於
け
る
歴
史
哲
學
で
あ
る
。
こ
の
脈
史
哲
學
を
武
器
に

孟
子
は
墨
者
を
批
評
す
る
。
つ
ま
り
孟
子
は
、
墨
家
の
弱
貼
が
歴
史
哲
學
の
鋏
如
に
あ
る
事
を
見
抜
い
て
い
た
。
つ
ま
り
墨
家
は
一
種
の
啓
蒙
の

側
に
あ
っ
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(

5

)

皇
消
経
解
（
績
）
所
牧
の
「
四
書
腋
言
」
に
詳
し
い
。

(
6
)

夷
子
と
膝
文
公
と
に
放
っ
た
孟
子
の
品
敦
の
内
容
は
、
質
は
同
質
の
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
先
王
の
制
作
以
前
の
、
或
は
先
王
と
無
闊
係
の

原
人
間
の
状
態
に
つ
い
て
で
あ
る
。
雨
者
と
も
に
脈
史
化
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

孟
子
の
作
涌
に
つ
い
て

四
四




